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務上要請される感情管理による自己感情と、それに抵
抗を感じる自己感情のいずれが本当であるかが曖昧に
なることである。そのため、教師は、自己の感情から
意識的に接続を絶つような状態に陥り、延いては自己
感情からの疎外により燃え尽き症候群に陥ったり、感
情管理を行えない自己嫌悪を感じる恐れがある。第二
は、教師に自己像の欺瞞化が起こる点である。つまり、
子どもや保護者との相互行為の状況に応じて、教師が
自律的な自己感情によるものとみなされる感情経験の
出し入れを戦略的に操作することが、欺瞞なのでない
かという感覚に苛まれることである。その欺瞞化のパ
ターンは、職務上要請されている自己感情を心から行
えていないことに自己欺瞞を感じるか、感情経験の出
し入れを戦略的に行うこと自体を欺瞞ととらえるかで
ある。第三は、自己の感情から疎外が生じる点である。
つまり、自己の感情経験が職務上課せられたものなの
か、自己が本当に感じているものなのかの区分点を見
失ってしまうことである。
このような課題を完全に解消するまでにいかないま
でも、やはり校内研修などにおいて、自分の学校の意
味ある他者としての同僚教師の存在を大切にすべきで
あると考える。なぜならば、同じ職場で、教師は同僚
教師とのかかわり合いから課題に気付き、新たな自分
を立ち上げて成長する部分を多分に持っているからで
ある。したがって、学校の教職員の雰囲気をどのよう
にしていけるか、校務分掌をどのように分担し組織化
していけるか、という組織づくりが大切である。そし
て、日々の教育活動の分担や人間関係づくりの中から
小さなアドバイスのやりとりを生み出し、大切に育て
ていけるようなゆったりとした取り組みに心がけるこ
とが必要である。そのためにも、各学校の学校管理者
は、こうしたゆったりとした取り組みも、学校環境と
教育状況を的確に踏まえた重要な研修であるという意
識を浸透させるリーダーシップが重要であると考え
る。
本稿で描出できた教職の感情労働は、ほんの一断面
に過ぎない。今日の学校現場では、徹底した企業原理
の導入により、職務の合理化や高速化が推進される一
方で、子どもや保護者へのサービスの質の向上も求め
られるという矛盾を孕んだ状況下にある。したがって、
競争原理を基盤とした学校の多忙化によって、教職の
感情労働の心理的負担は増加する一方である。今後は、
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